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ケーブルテレビサービス普及状況

**総務省資料2008年6月現在
* ケーブル年鑑2009

出展：

ケーブル加入世帯ケーブル加入世帯

2,194万世帯**

再送信加入世帯再送信加入世帯

2,744万世帯**

ホームパス世帯ホームパス世帯

4,423万世帯*

全国総世帯全国総世帯

5,232万世帯

41.9%

52.4%

84.5%

100%

多チャンネル放送加入世帯多チャンネル放送加入世帯

544万世帯* 10.4%

インターネット加入世帯インターネット加入世帯

396万世帯** 7.6%

3.0%
プライマリプライマリIPIP電話加入世帯電話加入世帯

157万世帯*



ブロードバンド契約数の推移
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合計

DSL

FTTH
CATV

2,933万件

1,308万件

1,229万件

396万件

出展：総務省資料



CATVインターネットサービス契約数と提供事業者数
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（単位：社） （単位：万契約数）

CATVインターネット提供事業者の推移

CATVアクセスサービスの契約数の推移

（注）電気通信事業報告規則の規定により報告を受けた数値を集計（平成16年3月末分以前は事業者から任意で報告を受けた数値を集計）。

出展：総務省資料



ケーブルテレビの使用周波数

●放送電波周波数割当

●ケーブルテレビ利用周波数

VHF
(Low)

VHF
（High） UHF

10 55 76 108 170 222 470

222 47017076 108 770MHz

FM, 1-3ch 4-12ch 13-62ch

上り帯
域

VHF
(Low)

VHF
（High） UHFミッド

バンド
スーパー
ハイバンド

FM,
1-3ch

4-12ch 13-62chC23-C63chC13-C22ch
770MHz



HFC（Hybrid Fiber Coax）ネットワーク

CATV局
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集合住宅集合住宅

光ファイバー光ファイバー 同軸ケーブル同軸ケーブル



ケーブルテレビのIP伝送

• DOCSISケーブルモデム
（Data Over Cable Service Interface Specification）

‒ 米国ケーブルラボが制定した仕様
• バージョン 1.0 1997年

• バージョン 1.1 QoS機能追加

• バージョン 2.0 上り下り30Mbps可能

• バージョン 3.0 上り下り120Mbps以上、IPv6サポート

‒ テレビ放送の伝送に使う１チャンネル（6MHz）を使う
• 下り最大40Mbps（256QAM）、30Mbps（64QAM）

• 上り最大31Mbps（DOCSIS 2.0）、10Mbps（DOCSIS 1.x）

• QAM変調方式（下り）、QPSKまたはQAM変調方式（上り）

• DOCSIS 3.0では、4チャンネル以上のチャンネルを束ねて使う



DOCSIS 3.0

M-CMTS

ビデオ
エッジQAM

DOCSIS 1.x/2.0
ケーブルモデム
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DOCSIS 3.0DOCSIS 3.0
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QAM：Quadrature Amplitude Modulation
M-CMTS：Modular Cable Modem Termination System
DOCSIS: Data Over Cable Service Interface Specification



DOCSIS 3.0の特長

1. 高速な伝送速度
• 上り、下りのチャンネルを4チャンネル以上束ねることにより（ボンディン
グ）、上り下り120Mbps以上の高速なデーター通信が可能となる。上限は
定義されていないが、数年内には下り16～32チャンネルを束ねて
640Mbps～1.2Gbpsの速度を実現することも。
（1チャンネルあたり、64QAM変調で30Mbps、256QAM変調で
40Mbpsとして計算。）

2. 現行のDOCSIS 1.x、2.0との後方互換性
• 徐々に新しい高速なシステムを導入していける。

3．IPマルチキャストをサポート
• 映像放送型のサービスを提供することができる。

4．IPv6プロトコルをサポート
• 事実上、無制限のIPアドレスの利用と、モバイル機器に対応することがで
きる。



ケーブル向けテストベッド全体構成図
CMTSの上位L3スイッチ or ルータ

•Dual Stack
•CMTSとOSPF/BGPで動的経路交換できる
•ポリシルーティング(CGN用)

各種サーバー群

DOCSIS3.0対応
プロビジョニングサーバ
(DHCPv6対応DHCPサーバ)

インターネット

DOCSIS3.0対応 CMTS
•Major 3社
•多波運用・複数Bundleも考慮し一つの
同軸網へ接続

CGN代替44NAT

DOCSIS3.0対応
ケーブルモデム

DHCPv6対応　CPE
Windows Vista SP1
各社BBルータ

イーサネット

PC IP TV STB

STB
TV

PC

eMTATEL

4to6 or 6to4
トランスレータ



ケーブル業界IPv4アドレス枯渇対応状況調査アンケート

代表的な設問の回答結果

自社サービスのIPアドレス供給状況を把
握していますか？（枯渇時期含む）

枯渇に対応するためのアクションプ
ランを策定していますか？

枯渇対策を協議する関係者を把握できて
いますか？

インターネット接続サービスを提供し
ていますか？

はい8%

はい74%

はい56%
いいえ44%

はい94%

いいえ5% 予定あり1%
予定あり10%

いいえ82%

回答234社64%

未回答129社
36%

正会員オペレータ363社の
回答状況

おおよそ２年半後に枯渇するであろうと
いうことを知っていましたか？

いいえ:26%

いいえ:14%

はい86%
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